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概要  

高等教育機関でも情報化が進んでいる．大学でもシラバスをWeb上に公開することが行な   
われている．教育機関のシラバス群は，その機関が提供する教育全体も表している．更には，日   

本全国のシラバスば，現代日本の大学における教育情報ライブラリであるといえる．  

著者らはWeb上のシラバスを収集・統合した教育情報ライブラリの構築を目指している．本   

稿では，著者らが進めているWebシラバス統合システムについて述べる．自己開発のトピック   

タローラーにより，388ドメイン（大学）から約18万のシラバス文番ファイルを収集した・集め   

たシラバス文書のうち，HTMLで記述されたファイルから具体的なシラバスのテキストを抽出・   

統合するシステムを試作した．また簡単なキーワード検索を行なうシステムも試作した．  

更に集めたシラバス数について．統計的な分析を行なった．収集ファイル数は，ほぼZi〆の   

法則に従っていることが分かった．ファイル数上位の大学は，大学全体でシラバスDBを構築し   

ており，全ての学部学科の授業情報をそのDBで擢供していることがわかった．また，ファイル   

数が100個程度の場合は学部単位であり，20個程度の場合は学科単位であることも分かった．  
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1 はじめに   

近年，情報技術の発達とネットワーク環境の普及が進んでいる．様々な人がインターネットを利  

用し，W占b上には膨大な数のW古bページが存在している．そこから我々は求める情報を世界中か  

ら集めることができる．求めている情報が記述されたページを探す手段としては，Google（ht七P：  

／／vwv．google．com／）などの検索エンジンがある．  

Ⅵ毎bページを文書とみなし，多数の文書から知識を得るⅥ屯bマイニングについても様々な研究さ  

れている．また，ページ群をデータベースのように用いる，データ統合技術についても研究されて  

いる．Wbb上には，データを扱う際のルールや記述様式が定まっていないW占bページが大量に存  

在している．そういったページをデータベースのように統合できれば，多様な知識ベースを構築で  

きる．  

教育分野においても，情報技術の利用が進んでいる．eラーニングなどの電子教材や，Webシラ  

バスなど，多くの高等教育機関でW占bを介した情報提供が行なわれるようになってきている［11ト  

メディア教育開発センター（NIME）では，電子教材に関するポータルサイト【5］を作成し，電子化  

教材の公開と普及を行なっている．また，教育情報ナショナルセンター（NICER）【8】では，様々な  

教育情報を収集・公開している．  

各大学の自発的な教育情報の公開も進んでいる．米国マサチューセッツ工科大学（MIT）が始めた  

OCW（OpenCourseⅥねre）が始めた教育内容の公開は，日本にも波及しており，日本OCW連絡  

会（ht七P：／／vvv．jocv．jp／）では現在7つの大学が教育内容の公開を行なっている．JOCW加盟  

の大学数は徐々に増加すると思われる．  

OCWでは教材を電子的に公開することもある．様々な大学が，多数の電子教材を公開すれば，そ  

れを集めることで大学の電子教材を蓄積した教育情報ライブラリになるだろう．  

現在の図書館では，具体的な教育内容を蓄積しているわけではない．今後，電子教材が普及すれ  

ば，教材の蓄積は進むと考えられ，その教材にはメタデータが付与されることになるだろう．教育  

の具体的な内容をコンテンツとすれば，コンテンツに対するメタデータの一部がシラバスとなるだ  

ろう．  

また．一つの教育機関のシラバス群は，その機関が提供する教育全体も表している．大学評価や大  

学改革では，大学が提供する教育内容についての情報が重要である．シラバスは，大学の教育内容  

を表す資料であり，大学評価や単位認定の場合には重要な根拠資料となる．また，各大学の教育内  

容の特徴比較にも用いることができる．更には，日本全国のシラバスを収集できれば，その中には  

現代日本の大学で行なわれている学術知識全体が保持されることになるだろう．  

本稿では，W占b上に公開されている大学のシラバスを統合した，教育情報ライブラリ構築につい  

て述べる．次節で，統合に際しての問題点と，関連研究について述べる．  

2 Ⅵ屯b統合システム概要   

本研究では，大学が公開するシラバスを収集・統合し，教育情報ライブラリとして利用することを  

目指している．その実現のためには，シラバスの効率的な発見・収集，シラバスファイル群からの  

レコード部分の抽出およびDBへの統合，具体的な知識検索手法の開発が必要である．それぞれの  

機能について，以下で説明する．  
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2．1 発見・収集   

知識ベース構築のためには，シラバスを大規模に収集する必要がある．シラバス収集の確実な方  

法として，各大学にシラバスデータを提供してもらうという手段がある．しかしこの手法は膨大  

な時間と労力がかかってしまう．一方，クローラー技術を用いてW占b上で公開されているシラバ  

スを収集するという手段もある．我々は，Ⅵねbシラバスを効率的に収集するクローラーを開発し  

［9，10］，Webシラバスファイルの収集を行なっている．Webからのシラバス発見および収集につ  

いて述べる．  

まず最初に，W白bシラバスの特徴分析を行なった．Google等の一般検索サイトを用いて数十サイ  

トからWebシラバス群を収集する．収集したページを分析し，シラバスの特徴を現す単語（特徴  

語）を抽出した．次に，抽出した特徴語を用い，与えたページがシラバスであるかどうかを判定す  

る，判定関数を作成した．  

次に，クローリングによりⅥ厄bシラバスの収集を行った．教育機関のW抽サイトをクロールし，  

集めたページがシラバスであるかどうかを前述の判定関数により判定した．クローリングの開始  

URいま，文部科学省のリンク集ページ1にある，国立大学，公立大学，国公私立短期大学，私立大  

学，国立高等専門学校のサイトへのリンク集ページを用いた．これらには国内高等教育機関1，230  

校へのリンクが存在している．  

なお，現在の所HTML文書とPDF文書だけを収集対象にしている．MS－Wbrdや一太郎といった  

形式の文書は対象としていない．これは，シラバスの判定で用いている文書解析プログラムの都  

合からである．Wbrdや一太郎の内部データ形式を解釈し，内部の文字列を扱うことができるなら  

ば，シラバス判定関数は適用可能である．  

2．2 抽出・統合   

収集したWらbシラバス文書群から統一のとれたDBを構築するためには，レコード抽出と統合が  

必要である．著者らは，シリーズ型のHTML文書群から，レコード部分を抽出する手法について  

研究開発している【3，外「シリーズ型」とは，特定の様式に基づいて作成された，同一サイト内  

に存在するページ群のことを指す．Ⅵ屯bシラバスは組織毎に様式が決まっており，その様式に基  

づく文書ファイルが科目数分存在するという，典型的なシリーズ型の文書群である．そのため，開  

発した手法を用いることで，レコード部分となるテキストを抽出することができる．  

Ⅵ屯b上で公開されていシラバスは，各大学，学部，学科など各組織がそれぞれ個別に作成したも  

のである．シラバスは，大まかな記述様式は存在しているものの，詳細な部分については統一され  

ていない．そのため，ただ集めてキーワード検索を行なうだけでは，系統的な利用は困難である．  

系統的に利用するためには，各組織が独自に作成したⅥ毎b上のシラバス文書群を収集し，科目名，  

科目概要，教科書などの項目を指定検索が可能であるように統合する必要がある．  

そこで，抽出したシラバスをNIADシラバスⅩMLスキーマ［12】へ統合することの研究も試みて  

いる【6］．様々な様式で書かれたシラバスを，一つの特定の様式に統合することで，検索や統計と  

いった知識抽出のための処理が容易になる．  

1http：／／m．皿eXt．gO．jp／b＿menu／1ink／main＿b12・htzn  
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2．3 検索   

検索については，利用者が入力した検索語を含む科目を表示するといった，従来の検索システムと  

同様の簡単な検索システムは試作している．しかしながら詳細な分析を行なうための検索システム  

は実現していない．ここでは検索システムの構想を述べる．  

簡単な検索システムに続いて，統計的な処理をおこなう検索システムを考える．教育に関する調  

査・分析をしている研究者からは，国際関係について教育している組織の数を調べたい，電子教材  

を公開している組織の数を調べたい，といったの具体的な要求を聞いている．これらにの要求を実  

現する検索システムが必要である．  

他にも，知識発見を行う検索システムも開発する．我々は，「Matrix検索」と名づけた多面的分析  

システムを開発している．また，「概念グラフ」と名づけた，文書群からの知識発見システムを研究  

開発している．これらを用いることで，大量の文書群からの知識発見が可能になると考えている．  

3 関連研究   

Wbbからのシラバス収集については，トピッククローラーの技術を用いている．トピッククロー  

ラーは，特定のトピックに関する文書のみを収集するソフトウェアである．トピッククローラーに  

ついては，Aggrawalらの研究が先駆的である【1】・Chakrabartiらも，Fc）CuSedCrawlerと名付け  

たトピッククローラーについて研究を行なっている［2j．  

シリーズ型文書群からのレコード抽出については．梅原，岩沼らが行なっている【13，14ト梅凰  

岩沼らは，シリーズ型文書における構造の類似性を利用して，シリーズ型のHTML文書群からレ  

コード部分を抽出する手法について研究している．シリーズ型文書の特徴の一つに，記述様式（テ  

ンプレート）の類似がある・同一組織のシラバス文書は，一一つの記述様式にそって作成されている．  

そのため，シラバス文書群からのレコード抽出については，シリーズ型文書の特徴である記述様式  

の一意性を利用して行なっている．  

シラバスの統合については，いくつかの研究が行なわれている．井田，野澤らは，大学評価や教育  

内容の分析に用いるために，シラバスの統合とそこからの知識発見について研究している【17，7ト  

また，シラバスを記述するためのⅩMLスキーマを開発し【7】，大学評価・学位授与機構（NIAD）  

から公開している．また，青野らも，内容が類似している半構造化データ群の統合についての研究  

を行っており，その例としてシラバスの統合を検討している〔15，16］・  

4一 システムの試作   

試作したシステムの全体像を図1に示す．  
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図1：システム全体像  

4．1 発見・収集   

まず，2．1節で述べたトピッククローラーを用い，現在までに179，496個のシラバス文書ファイル  

を発見・収集している．そのうちのHTML文書は159，196個でPDF文書は20，300個である．表  

1にファイル数，ホスト数およぴドメイン数を示す．  

表1：収集シラバスファイル数  

収集ファイル総数   179，496   

PDFファイル数   20，300   

HTMLファイル総数   159，196   

（静的なHTMLページ）   93，391   

（動的なHTML（CGI）ページ）   65，778   
ホスト数   1，430   

ドメイン数   388   

4．2 グループ分類   

続いて，集めたシラバスファイル群を，グループ毎に分類する．分類方法としては，組織単位，科  

目単位，専門単位，年度単位など，様々な方法がある．組織にも，大学・学部・学科・専攻といっ  

た階層がある．まずは，最も小さい組織単位をグループとして分類することを考えている．  

最初の手法として，URLの文字列だけを見て，グループに分類する方法を行なった．その方法を  

述べる．静的なHTMLページのURLCま，http：／／HOST／PATH／FILE．htmといった形をしでいる・  
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HOSTとPATHの部分が同一で，FILEの部分のみ異なるURLは，同じグループのファイルだと  

考えられる．  

CGIプログラム等により生成される動的なHTMLページは，http：／／HDST／PATH／cgijile？kl≡  

vl＆k2＝V2…といった形をしている．，？，以降の文字列は，キーklに対する値がvl，キーk2に対  
する値がv2，という意味を表しており，出現順序は関係しない．そこで，キーの文字列で並べ，そ  

の後，http‥／／HOST／PATH／cgijile／vl／v2のように借のみを並べた文字列に変更した・こうす  

ることで，静的なHTMI」ページのURL群を分類した方法で同様に分類できる．  

上記の簡単な手法での分類した結果は，「同一テンプレートを持つ集団」をグループと定義しての  

分類結果となった．分類した結果を表2に示す．  

表2：分類グループ数  

静的HTML  動的HTML（CGI）   

グループ総数   2952   13191   

平均URL数   33   9115   

1URLのグループ   856   5   

表3：Tbp5グループ（静的HTML）  

表4：Tbp5グループ（動的HTML）  

Ⅷt．btnri－u．aC．jp／sy11abus／sylla＼－ichiran・Php  

db・jm．birosa上i－n・aC・jp／cybouヱ／db・eXe  

Syllabus・Sic・Shibaura－it・aC．jp／syllabus／namazu／na皿aZu・Cgi  

＄aS．Shonan．bunkyo．ac．jp／syl12004／shov－ka皿Oku．php  

eytneo2．med・ya皿aguChi－u．aC．jp／syllabus＼＿SCript／indexes／indexone・aSP  

4．3 レコード抽出   

グループに分類したWbbシラバス文書群は，記述様式（テンプレート）を同じくする文書群になっ  

ている．HTMLで記述されたW占bシラバス文書群から，記述様式を抽出するプログラムを用い，  

その記述様式を使うことで内部のデータ（レコード）を抽出した．  

抽出したレコードは，グループ単位で一つのCSVファイルにまとめている．図2は，抽出により  

生成したCSVファイルをエクセルで表示した様子を示している．  
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図2：抽出レコード  

4．4 試作検索システム   

シラバス文書群から抽出されたレコードは，グループ単位で一つのCSVファイルにまとめてられ  

ている．このファイルを用いて，簡単なキーワード検索システムを試作している．図3に，検索の  

様子を示す．この例では「国際」の文字を含むシラバスを検索している．  

フナイル¢ 頗tむ 燕帯W 埠勤哩 カクマーク㊥ ツー」仰 ヘルプ沙  

⑳い籾∵感愕禁敬い毒て射．卦糊蘭画箪∵  
フ7イル（p 隕任〉 喪示咄〉 格納  

⑳・櫛†感電遠縁  

邸仔劇症う監如k餌血隠  

ファイル旺）魁① 象読切 棚屯〉  

⑳・⑳▼拶ぷ邁命．苺  
唖射舶刺繍蝕曲射血  ㍍葎知りJE乱如  

1 
∴∴－ふ ．uP 夢想蝕rl紅屋レJ†や駄む■附m′雲≠イ駁爛   

201／ヱ0ト柑．h加l  

＠は捌はう窃如k紬血藍匝鵬  LJUP L」arO－ま」▲眈b一〕MY  

W即せ  

hせ肥5  

王l義蓉自  

他r）  

l斗日盲号  

腫陀部br）  

雷ヨ目区分  
専門射場（k）  

鮒斗日  
東アジ闇取更更ポ研究  
授業拇眉（ふ明押切  
ひがし捕こく乱帝、ん（九もしりょ彗ナんきゅ曳br〉  

美文授茶事為目  
メッセーシ明隊番博してください，（レ）  

担当教官  
管田三股ミ沖PA  
Sさbwo  

PhD、Xbr〉  
ぞ研究室の鴫萌）  

Aさ6ヰくbr）  

図3：検索システム  
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5 統計分析   

収集したシラバスのファイル数が妥当なものであるかどうか検証するために，いくつかの統計分析  

を行なった・まず，ファイル数を，各グループ毎に，また各ドメイン（各大学）毎にプロットした．  

ファイル数で降順に並べた順位をⅩ軸にとり，その順位のグループ／ドメインに含まれるファイル  

数をy軸にプロットする．なお，どちらの軸も対数尺度にしている．  

5．1 頻度分析   

図4にグループ毎のファイル数を，図5にドメイン毎のファイル数をプロットした図を示す．どち  

らの図も，ほぼZipfの法則に従っていることを示している．  
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図4：グループ毎のシラバスファイル数  

1  10  100  1000  

Univ・（Rankedby＃dsyltabt）   

図5：ドメイン毎のシラバスファイル数  

図4につシ、て傾向を調べた・上位は4つのグループを詳細に調べた．続いて，ファイル数が1000  

個程度，500個程度，100個程度，20個程度のグループをそれぞれ5つづつランダムに選び，それ  
ぞれについて詳細に調べた．また，ファイル数が20個未満の下位グループについても10グループ  

を選び調査した．  
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上位4つのグループについては，一位の大学（東海大学）は過去6年分のシラバスが含まれている  

ことがわかった．その他の3つは，その他は大規模な大学の一年分のシラバスであった．学部や学  

科などに分けることなく，大学で提供されているシラバスは，全て一つのサイトから提供されてい  

ることになる．  

1000個程度のグループについても，すべて大学の一年分のシラバスであった．この場合も，学部  

や学科などに分けることなく，大学で提供されているシラバスは，全て一つのサイトから提供され  

ていた．  

500個程度のグループについては，学部学科など，一大学とは行かないまでも比較的大きな組織  

の一年分のシラバスであった．100個程度のグループについては，学部や学科，専攻など，500個  

程度のグループよりは小さな組織の1年分のシラバスであった．20個程度のグループについては，  

学科や専攻など，100個程度のグループよりもさらに小さな組織の1年分のシラバスであった．  

なお，1グループあたり5URL以下のグループについては，担当教官ごとに分かれているものが多  

かった，10個前後のグループについては，特徴が分からなかった．20個以上のグループは，組織  

の規模の遠いはあれ，ほぼ確実に組織どとに分けられていた．  

5．2 相関解析   

図4および図5は，どちらもほぼZi〆の法則に従っているように思われる．シラバスファイル数  

と相関を，他のいくつかのデータと調べて見た．比較対象としては，大学の教員数（教授・助教授・  

講師）および学生数を選んだ・この場合，グループ単位の教員数／学生は分からなかったため，ド  

メイン単位のシラバスファイル数との比率交を行なった．  

図6にシラバスファイル数と教員数をプロットした図を示す．（a）の方は図5に教員数の点もプロッ  

トしたものである・（b）の方では，一つの点は一つのドメイン（大学）に対応している．（Ⅹ，y）座標  

の債を，（シラバスファイル数，教員数）として点をプロットしている．図7も同様に，学生数を用  

いてプロットをしたものである．   
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図6：シラバスファイル数と教員数  
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図7：シラバスファイル数と学生数  

図6と図7のどちらも，顕著な相関関係を示していない．何らかの特徴を見出すには，より詳細な  

分析が必要であろう．  

6 おわりに   

本稿では，W占b上に存在するシラバスを収集し，データベースとして統合することについて述べ  

た．実際に開発したクローラーを用いて，Webからシラバスを収集した．その結果，388ドメイン  

（大学）から約18万のシラバス文書ファイルを収集できた．集めたシラバス文書のうち，HTMLで  

記述されたファイルから具体的なシラバスのテキストを抽出・統合するシステムを試作した．また  

簡単なキーワード検索を行なうシステムも試作した．  

集めたシラバスのファイル数について，統計的な分析を行なった．収集ファイル数は，ほぼZipfの  

法則に従っていることが分かった．ファイル数上位の大学は，大学全体でシラバスDBを構築して  

おり，全ての学部学科の授業情報をそのDBで提供していることがわかった．また，ファイル数が  

100個程度の場合は学部単位であり，20個程度の場合は学科単位であることも分かった．  

今後は，まずWbbシラバス統合システムを完成させる予定である．また，検索方法について検討  

を行なう予定である．今回の試作システムでは簡単なキーワード検索しか行なっていない．項目名  

を指定しての検索，例えば科目名に含まれる文字列での検索など，を実現する予定である．また，  

作成したシステムを公開する予定である．  
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